
〓
〓
０
∞
コ
“
回

（斗
）

―

珊
洲
潮
酬地

元
で
元
気
に
老
い
る

持ち家でミニ老人ホーム

そば屋を営みなが らゲス トハウスも運営 し、近所の持ち家を老人ホ ー

ム として提供 している鈴木 さん (16日 、墨田区で )一中司雅信撮影

ネ
ギ
ト

ロ
天
せ
い
ろ
　
９
８
０

円
。
日
本
そ
ば
の
寿

々
喜
屋

（
墨

田
区
石
原

）
で
は
、
こ
れ
が
、　
一

品
も
の
の
最
高
値
。
ぜ
い
た
く
の

極
致
。

店
の
２
階
と
３
階
に
あ
る
、
下

宿

ス
タ
イ
ル
の
グ

ス
ト

ハ
ウ

ス
の

住
人
た
ち
は
め
い
め
い
、
月
に

一

度
、
部
屋
代
持
参
で
や

っ
て
く
る
。

す
る
と
、
店
主

で
、
大
家
の
鈴
木

隆
司
さ
ん

（
５２
）
は
ヽ
店
の
品
を
各

自
―
品
ず

つ
振
る
舞
う
こ
と

に
し

て
い
る
。

当
初

こ
そ
遠
慮
し
て
、
安
め
の

直
線
に
。

「
あ
い
つ

ら
ぁ
ぁ
！
」
と
、
生

ま
れ
育
ち
が
下
町
の

鈴
木
さ
ん
、
け

っ
こ
　
　
　
の
　
　
　
¨

う
回
は
悪
い
。

６
年
前
、
ゲ
ス
・

ハ
ウ
ス
の
オ
ー
プ

′ヽ

当
初
は
、
欧
米
か
と

の
バ
ッ
ク
パ

ッ
カ
・

め

た

お

兄

ち

ゃ

ん
、
お
姉
ち

ゃ
ん

¨
一
　

　

　

た
ち
が
、
東
京

ヘ

・＝
り
′
　

　

行
け
ば
何
と
か
な

ガ
イ
ジ
ン
は
消
え

た
ぬ
き
そ
ば
あ
た
り

で
き
り
あ
げ
　
　
ま
ず
地
方

で
吹
き
荒
れ
た
リ

ス

た
連
中
も
、
慣
れ
る

に

つ
れ
、
た

　

ト
ラ
、
倒
産
の
嵐

。
鈴
木
さ
ん
に

ま
ら
ず
、
リ

ッ
チ
な
ネ
ギ
ト

ロ

一
　

よ
れ
ば
、

「
失
業
手
当
を
握
り
し

人
生
に
、
よ
り
大
き
な
意
味
を
持

つ
事
態
の
先
駆
け

に
過
ぎ
な
い
こ

と
に
、
や
が

て
気
づ
か
さ
れ
る
。

自
身
の
５０
代
を
前
に
し
て
、
高

齢
の
父
と
母
が
重
い
疾
患

に
侵
さ

れ
て
し
ま
う
。
こ
う
な
る
と
、
父

も
母
も
老
人
ホ
ー
ム
を
頼
る
以
外

に
、
選
択
の
余
地
が
な
い
こ
と
を

思
い
知
ら
さ
れ
る
。
死
ん

で
い
く

ま
で
、
受
け
身

で
生
き
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
る
。

父
母
を
ホ
ー
ム

ヘ
送

っ
て
い
く

道

々
、
何
度
も

つ
ぶ
や
い
た
と
い

う
。

「
明
日
は
我
が
身
」
と
。

鈴
木
さ
ん
は
言
う
。

「
東
京
の

街
は
、
年
寄
り

ほ
冷
た
す
ぎ
る
。

老
人
が
片
隅
に
追
い
や
ら
れ

て
い

る

の
が

い
ま

の

風
景

。

大

手

を

振

っ
て

偉

そ

う

に
し

て

い

る

の

が

当
然

な

の

に
。
欧

米

の

街

角

に
は

、

老

人

が

元

気

に
た

む

ろ

っ
て
い

る

。

そ
れ

が

当

た

り

前

の
は
ず

」

そ
れ
で
は
、

こ
の
東
京

で
、
高

齢
者
が
も

っ
と
自
由
に
生
き
る
こ

と
は
可
能
だ
ろ
う
か
。

鈴
木
さ
ん
が
提
唱
す
る
の
は
ミ

ニ
老
人
ホ
ー
ム
の
ア
イ
デ

ア
。
鈴

木
さ
ん
に
は
、
は
じ
め
、
父
親
と

母
親
の

つ
い
の
住
み
家
と
し
て
建

て
た
家
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
親

た
ち

に
は
住
み
さ
れ
な
い
と
わ
か

っ
て
く
る
。

そ

の
時

点

か

ら
街

へ
向

か

っ

て
、
そ
の
家
を
開
く
こ
と
を
考
え

る
。つ

ま
り
、
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て

活
用
し
、
で
き
れ
ば
地
域
の
高
齢

者
た
ち
に
住
ん

で
も
ら
い
た
い
。

街

へ
向
か

っ
て
開
か
れ
た
老
人
ホ

ー
ム
で
あ
る
。
２
月
に
開
設
し
た

老
人
ホ
ー
ム
の
管
理
運
営
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
ね
ら
れ
る
。

鈴
木
さ
ん
の
言
う

「
街
の
大
家

さ
ん
」
が
生
ま
れ
て
い
け
ば
、
地

域
の
人
た
ち
の
手

で
、
高
齢
者
の

自
由
を
東
縛
す
る
の
で
は
な
く
、

温
か
く
見
守
る
体
制
が
生
ま
れ
る

の
を
期
待

で
き
る
。

（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
作
家
）

も
目
立
ち
、
華
や
い
だ
雰
囲
気
だ

　

た

」
と

。

っ
た
が
、
ま
も
な
く

一
変
し
た
。
　

　

し
か
し
こ
れ
は
、
自
分
自
身
の
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二
■
社
合

日
焼
け
し
た
顔
に
汗
を
浮
か
べ
て

階
段
を
上
る
。

「き
ょ
う
は
暑
い
ね

え
。
ご
飯
？
　
好
き
嫌
い
な
い
か
ら
、

何
で
も
食
べ
ま
す
よ
」
。
毎
朝
６
時

前
か
ら
Ａ
さ
ん
（
８‐
）
は
公
園
を
回

っ

て
革
む
し
り
を
し
て
い
る
。
認
知
症

は
あ
る
が
元
気
だ
。
東
京
都
墨
田
区

に
あ
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
ふ
る
さ
と
の
会
の

「ふ
る

さ
と
晃
荘
」
に
Ａ
さ
ん
が
や

っ
て
き

た
の
は
１
年
前
。
入
所
し
て
い
た
老

人
施
設

「静
養
ホ
ー
ム
た
ま
ゆ
ら
」

が
火
事
に
な
り
１０
人
が
犠
牲
に
な

っ

た
。
東
京
都
墨
田
区
か
ら
の
６
人
も

含
ま
れ
て
い
た
。
Ａ
さ
ん
は
生
き
残

っ
た
１
人
で
あ
る
。

日
本
の
高
齢
化
は
世
界
最
先
端
を

走
る
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
段
階

に
進
ん
で
い
る
。
高
齢
化
の
主
舞
台

が
地
方
か
ら
都
市

へ
移
り
、
か
つ
て

な
い
量
と
速
度
で
高
齢
層
が
膨
張
し

て
い
る
の
だ
。
部
内
で
は
認
知
症
や

軍
い
す
の
路
止
生
活
者
も
い
る
。
家

族
が
介
護
し
そ
れ
が
無
理
な
ら
施
設

へ
と
い
う
、
わ
が
国
伝
統
の
Ａ
高
齢

者
福
祉
の
か
た
ち
Ｖ
は
転
換
を
迫
ら

れ
て
い
る
。
介
護
す
る
家
族
は
疲
弊

し
、
施
設
を
建
て
る
財
政
の
余
裕
も

な
い
。
む
し
ろ
劣
悪
な
施
設
で
心
身

の
状
態
が
悪
く
な
る
こ
と
が
問
題
に

な

っ
て
い
る
の
だ
。

古
い
ア
パ
ー
ト
を
改
築
し
た

「
ふ

る
さ
と
晃
荘
」
に
は
１８
人
の
高
齢
者

が
暮
ら
し
て
い
る
。
生
活
保
護
で
部

屋
代
や
食
事
代
を
賄
う
た
め
居
室
は

狭
い
が
、
す
べ
て
個
室
で
空
調
付
き

だ
。
若
い
職
員
を
中
心
に
勤
務
体
制

を
組
み
、
訪
間
医
療
や
看
護
な
ど
必

要
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使

っ

て
入
居
者
の
生
活
を
守

っ
て
い
る
。

墨
田
区
は
行
き
場
の
な
い
高
齢
者

を

「
た
ま
ゆ
ら
」
に
送

っ
た
が
、
区

内
に
は
空
い
て
い
る
店
舗
や
ア
パ
ー

ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
ふ
る
さ
と
の

会
は
空
き
物
件
を
改
装
し
て
生
活
困

窮
者
や
高
齢
者
に
２４
時
間
体
制
で
寄

り
添
う

「支
援
付
き
住
宅
」
を
試
み

て
い
る
。
認
知
症
や
末
期
が
ん
の
人

も
珍
し
く
な
い
。
家
族
や
金
が
な
く

て
も
街
で
孤
立
せ
ず
最
期
ま
で
暮
ら

せ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

深
刻
な
財
政
難
に
直
面
し
な
が
ら

年
々
増
え
る
社
会
保
障
資
を
背
負

っ

て

い
る
の
が
今

の
日
本

の
姿
で
あ

る
。
し
か
し
、
暗
い
未
来
図
ば
か
り

描
い
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

医
療
や
介
護
は
雇
用
の
受
け
皿
だ

け
で
な
く
、
高
度
技
術
が
集
積
し
た

付
加
価
値
の
高
い
成
長
産
業
と
し
て

も
期
待
さ
れ
る
。
高
齢
者
の
経
験
や

知
識
を
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
の
拡
大

に
乗
り
出

す
企
業
も
あ

る
。

０９
年
の
国
内
の
消
費
支
出
は
前

年
よ
り
落
ち
た
が
、

６０
歳
以
上
だ
け

が
伸
び
た
。
消
費
者
と
し
て
も
高
齢

者
は
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。
い
ず

れ
は
欧
州
や
ア
ジ
ア
各
国
も
日
本
に

続
く
。
地
球
規
模
で
人
類
は
長
命
時

代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

成
熟
し
た
社
会
や
文
化
を
築
く
先

頭
を
私
た
ち
は
走

っ
て
い
る
。

「
長

命
社
会
」
を
チ
ャ
ン
ス
に
転
じ
る
道

を
視
点
シ
リ
ー
ズ
で
探

っ
て
い
く
。

都市の高齢化を希望に 論説委員駅椰

2010.5.7
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新
た
な
．扶
助
、提
言

臨
鯖饉

国
に
働
き
か
け
へ

介
護
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず

身
寄
り
が
な
い
な
ど
で
適
切
な
ケ

ア
を
受
け
ら
れ
ず
に
い
る
高
齢
者

ら
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

が
７
日
、
墨
田
区
内
で
会
合
を
開

き
、
通
院
の
付
き
添
い
や
異
変
時

の
対
応
な
ど
の
日
常
生
活
支
援
を

生
活
保
護
の
新
し
い
扶
助
と
し
て

鮮

議
な
部

繁

諄

．

向
け
国
な
ど
に
働
き
か
け

て
い

′く、。会
合
は

「支
援
付
き
住
宅
研
究

会
」

（
委
員
長

・
山
岡
義
典
日
本

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
）
の

主
催
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

あ
た
る

「
『
支
援
付
き
住
宅
』
推

進
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
や
福
祉

・
介
護
の
専
門
家
ら

約
４０
人
が
意
見
交
換
し
た
。

提
言
で
は
、
身
寄
り
が
な
く
、

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
認
知
症

や
末
期
が
ん
の
患
者
で
も

「地
域

に
お
け
る
家
族
的
な
生
活
支
援
や

定
期
的
な
見
守
り
な
ど
が
あ
れ

ば
、
多
く
の
人
が
、
施
設
に
入
る

こ
と
な
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

在
宅
生
活
が
で
き
る
」
と
指
摘
。

こ
う
し
た
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が

単
独
で
受
給
で
き
れ
ば
、
年
金
を

受
け
取

っ
て
い
て
も
生
活
支
援
が

な
い
た
め
に
病
気
な
ど
が
重
篤
に

な
り
が
ち
な
単
身
者
の
介
護
予
防

に
も
な
り
、
医
療
費
の
増
大
に
も

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
か

ら
医
療
や
介
護

・
福
祉
の
各
制
度

へ
の
橋
渡
し
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
４
役
に
、
一一Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
民
間
の

参
入
を
認
め
ヽ
地
域
の
空
き
家
な

ど
を

「支
援
付
き
住
宅
」
に
改
修

す
る
際
の
制
度
的
な
保
障
や
防
火

設
備
の
設
置
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

へ
の
公
的
補
助
を
求
め
て
い
る
。
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山岡 義典    日本NPOセ ンター代表理事/法政大学現代福祉学部教授 (市 民活動などを行う非営利組織の運営)
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林 泰義    NPO法 人シーズ 。市民活動を支える制度を作る会代表理事

原田由美子   京都女子大学家政学部准教授 (介護福祉、高齢者福祉)
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【支援付き住宅研究会の取り組み】
平成 21年 2月 25日

「高齢被保護者等の地域における居住確保とケアのニーズ調査及びシステム構築の方法に関する研究会 通
称 :支援付き住宅研究」(平成 21年度厚生労働省社会福祉推進事業)を発足

同年 3月 19日
「静養ホームたまゆら」で火災

同年 4月 20日
厚生労働省記者クラブにて「高齢の生活困窮者が安心して生きていける『支援付き住宅』の緊急提言」
同年 5月 11日
S、るさと晃荘見学会 。意見交換会 (行政・学識経験者 。マスコミ 。医療関係者)

同年 8月 1日

第 1回「支援付き住宅推進会議」

同年 10月 12日
「支援付き住宅推進会議」設立発起人会議
シンポジウム ～たまゆらの悲allを 繰り返さない～「都内・各地域に『支援付き住宅』を」開催

後援 社会福祉法人東京都社会福祉協議会医療部会・『山谷』地域ケア連携をすすめる会
協賛 ホームレス支援全国ネットワーク

平成 22年 3月 19日
「～たまゆらから一年～メディアカンフアレンス」を開催
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結果 (3)支援付き住宅の利用者像 (利用に至るプロセスのカテゴリ抽出)

触激〒為

爾婚

アルコ■ル依存‐

棄銭管理能力の課題

排泄管理籠力の課題

7,レコール依肺 の立ち創

コミュニケーション能力の1課題

無気力(自立生活へ0諦瀞

働ナない体になった悲噴感

家族きЭ関係修復

出典 「支援付き住宅」における生活困窮高齢者へのケア実践
ま
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国立保健医療科学院福祉サービス部 森川 美絵,松繁 卓哉,大ラ賀政昭,筒井 孝子
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精神疾患

要介餞状態

慢性疾患

その他

服役

<ライフコース上のつまずき>を経由した<社会生活からの逸脱>というライフイベン

それらに起因する≪複合的二一ズの混在状態≫

=<毎 日の見守り>十 <外部の専門サービスヘの繋ぎ>
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結果(4)職員の生活支援実践を構成する要素
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《 支 援 業 務 に 対 す る 職 員 として の 考 え 方 ≫

そ の 也 ヨト定 型 の 作 業

き住宅」における生活困窮高齢者へのケア実践



ふるさとの会ケア研修
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1研修の目的

ITI:百諧 善

=援
に必要な幅広い基礎的知識の習得

2.緊急時に必要なアセスメントと初期対応ができるようにする

すまい・まちづくり支援機構
保健師 :的場 由木   ゛
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無1度理解

1 介護保険 介護保険の申請手続き・介護保険で利用でぎる
ノオー ゞツト

⊆宣墨∠≧ヒ立
=卜

1量会サービス調整シート
2 生活保護 生活保護事例報告。入退所報告書
3 自立支援法

望222望生セ

「

卜・社会サービス調整シート)4 ホームレス自立支援法 ホームレス自立支援法についての基本知識 入1同 百F↓B4じ 膚ヒ
5 更生保護 更生保護の基礎知識 。身元引き受けについて。保護観宣官ル保曇罰ルハ結雌
6 就労支援

タト
=ベ

ノエ !́´、/~~ト
称 力 又 抜 り 雨り反 ψ 活 用・7ィ JIざ昴 Fψ 考 え 万 !平 2い て 就労支援サービズ

7 多重債務 多重債務の整理についての基本知識 金銭管理
金銭管理

8 権利擁護 後見人制度についての基本知識   ~
―

―

―

―41 個人情報保護・守秘義務
個人情報取扱改善シート

対象者理解

9 知的障害。発達障害 刈 rtJ I埠 音・冗 瑾 1厚音 Cほ 、こ の よ つな 王 ,古 困 難 が あ る か 知的障害・発達障害事例報告
10 高齢者・認知症対応 認知症事例報告

アルコール依存・アディクション アルコール対応の基本 飲 洒 廿 威 錦 善

12 力依存 薬物依存の実態
統合失調症の理解

薬物依存事例報告書
13 充合失調症 統合失調症事例報告
14 不安神経症 ,う つ 不安神経症やうつの基本的な理解と対応 不害神 経 席 喜 伽1鍋各 .ら っ
15 HIV HIVの基本知識と理解 感染症事例報告
16 性の理解 Iソンマル マ呵ノリアイの不J用百への理解・セワハラ対応について 竺二重堕る事例報告

終末期のケア 終末期の理解とケア 終末期ケア事例報告書
18 刑事施設出所者 刑事施設出所者への理解と対応 同歩会フェイスシート

自殺のリスクと対応 自殺のリスクの高い利用者の理解と対応 目殺リス2翌911報告
20 路上生活 路上生活の心身への影響 誅上 牛活者 す燿車 布‖朗

=菫
丁
~~~~~~

21 虐待・暴力 虐待と暴力について考える 語
22 人格障害 境界性バーソナリティ障吾の理解と対応 /自 傷・リストカットヘの対応 人格障害事例報告

~

糖尿病 糖尿病の基礎知識 '日 常生活の注意点など 糖尿病事例検討報告書
38 結核 縮核の基礎矢口識・DOTSの理解 (感染症事例報告 )

Ⅲ コーディネート

23 カンファレンス カンファレンスの実際(どのような時期1こどのように開催するか)~ 型ンフアレンス冨d録
24 アセスメントの方法 必要な支援・サービスを考える視点
25 社会サービス機関との連携 社会サービス機関との連携・トラブルなど 朴 全 サービスコ 重瓦==26 対人援助論 対人援助論の実際 対人援助事例報告
42 ケアとアート ワ/こ /~卜につし`し/日 E3表現に2量■∠重

=2り
~カフエの役割と活用 なし

生活支援

金銭管理 金銭管理の基本・帳簿つけ 金銭管理
28 管 理 服薬管理の基本・服薬管理ミスをしないために 服薬管理
29 喫煙対応・防災 隋 flf"幽 頓 赫 虐 錦 生 童

30 介護基礎知識①外出移動 介護技術の基本・車いすの操作など なし
介護基礎知識②食事

「 設 慎 711υり養

^・
艮 手 日常 牛活介 進 汁 押幸麻書 。′_〔

40 介護基礎知識③排泄 介護技術の基本・排泄ケア 日常生活介護状況報告シーF
計測 い 湿 の :よ 刀 リ`カ 、■lll■ 訂 り 惧 い 力 ぴ と なし            ~

感染症墓伽1錦告32 感染症対策 基本的な感染症対策・シラミ対策・が癬対策1ィ Fウイルス対策
33 応急処置 欠命講習

34 体調不良時の対応 看護師・医師への連絡と対応 休 調不 自時 の 計 歳τ _ト

医療的ケアの範囲 医療的ケアについて

36 救急搬送 救急車の呼び方 救急 | l送
*冥 1際の支 援畢 例 をもと| て し い形式での研修を行う

フ




